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大村湾 における動物プランクトンに関す る研究-Ⅰ

橈脚類の季節的出現

伊 藤 栄 樹 ・飯 塚 昭 二

Studies on the Zooplankton in Omura Bay— I 

    Seasonal Occurrences of Copepods

Hideki  ITOH and Shoji  IIZUKA

   This study was carried out to elucidate the seasonal occurrences of zooplankton and their 
relation with the hydrographic conditions in Omura Bay. This paper describes the seasonal 
occurrences of copepods. Samples were collected at 26 stations in the bay in January, March, May, 

July, September, and November of 1976. Copepods were the most predominant group among the 
zooplankton collected except in May when the benthos larvae were the most abundant. 24 species 
in 15 genera of copepods were identified. Among the copepods collected, Paracalanus  crassirostris, 
Acartia  clausi, Oithona brevicornis and Microsetella norvegica were the dominant species and 
Paracalanus parvus, Centropages abdominalis, Pseudodiaptomus marinus,  Eurytemora Pacifica and 

Acartia  erythraea were the subdomdnant species. A few oceanic species were detected only in 
autumn. The occurrences of these dominant and subdominant copepods by season were as follows: 
Paracalanus parvus from winter to spring; Paracalanus crassirostris in summer;  Centropages abdo-
minalis from winter to spring; Pseudodiaptomus  marinus from winter to spring; Eurytemora pacifica 
in spring; Acartia  erythraea in autumn; Acartia clausi in spring;  Oithona brevicornis  from  summer to 
autumn and Microsetella norvegica throughout the year. The seasonal change in occurrence of most 
of the copepods species except Microsetella norvegica corresponded to the alternation of hydrographic 
condition dividing a whole year into 2 periods.

大村湾は佐世保湾の副湾であり,水域面積約340㎞2の

袋状の内湾で,主 湾の佐世保湾 とは幅 の狭い伊 ノ浦の

瀬戸で連絡 する。湾中央の大部分は水深18～20m,最

大水深 は32mで 湾口部 にあ り,平 均水深 は約15mで あ

る(Fig.1)。 流入河川は川棚川,郡 川等24水 系51河 川

で,主 に湾の北部か ら東部にあ り,流 入量 は618,000ト

ン/日,ま た汚染負荷量 はBOD換 算で最高13,230㎏/

日といわれている。 この ような地理的形状特性 とそれ

に原因する流入物質の滞留 とか ら近年,富栄養化の懸念

が指摘 されている(飯塚,1976)。 このような状況 はそ こ

にすむ生物にさまざまな影響 を及ぼす もの と考えられる。

大村湾の動物 プランク トンに関しては これ までにい

くつかの研究が行なわれている。僥脚類については魚

類の天然餌料 となっている15種 を含 めた湾 内重要種20

種の生態 について山田(1957)が,ま た,榛 脚類35種 な

どの 日周活動について同 じく山田(1958)が,ま た椀脚

類な ど動物プランク トンの分布 と魚群 との関係 につい

て畔田(1974)が 報告 した。 これ らの中で,山 田(1957,

'58)は使用 した採集 ネ
ッ トの網 目が大 き く,し たがっ

て同湾 に多産 す る小型の擁脚類 の多 くは採集 されな

かった もの と思われ,ま た,畔 田(1974)の 報告 では採

集物の種類が記載 されていない。なお他の動物 プラン

ク トンについては端脚類(Irie,1958a,b)お よび有孔

虫類(Shuto,1953)の 出現種が報告されている。

このように同湾の擁脚類 およびその他の動物 プラン

ク トンの種組成およびその出現量の季節的変動につい

て はまだ明 らかにされていない。そ こで同湾に生息す

る動物 プランク トン群集について,こ れ らの点を明 ら

か にすることを目的 として本研究を行 なった。本報告

で はその第1報 として橋脚類の季節 的出現 を取 り上 げ

た。

本研究を行な うに当って,熊 本大学理学部付属合津
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Fig．　1．　Map　of　Omura　Bay　with　the　sampling　stations　and　bathymetric　contours．

臨海実験所弘田禮一郎教授には種の同定に関して多大

の御指導を，本学部入江春彦教授には原稿の御校閲を，

また佐々木康夫，峯邦宏および森重戸閉の諸氏には試料

の採集に当り御協力を頂いた。記して深謝の意を表す

る。

方 法

　1976年にプランクトン採集および環境調査をほぼ格

子状に配列させた湾内の26測点（Fig．1）で実施した。

実施日は1，3，5，7，9および11月の各月のいず

れも下旬であった。採集は源水計を付した北原式定量

ネット（口径30cm，側長80cm，網地NXX13）を甫い

て，海底から表面までの垂直曳き採集を行なった。中

性ホルマリンで固定した採集試料の十一右量をサ

ブサンプルとし，数回にわたって種別に個体数を計数

した。まれに出現する種については，残余の試料につ

いても計数した。このようにして得られた計数結果を

炉水計の読みから算定した炉水量から1㎡当りの個体

数に換算した。一方採集と同時に表層，水深5，10，

15mおよび海底上0．5m各層の水温および塩分を測定

した。

結 果

1．1976年の大村湾の水温・塩分の概要
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　本調査ではいずれの時期においても水温および塩分

とも中層極大値や極小値は観測されなかったので，表

層と海底上0．5m層の水温および塩分分布から，その月

の海況の大要を知ることができる。水温および塩分の

観測値の各月別の範囲をTable　1に示した。ここでは

2か月にピ度の調査であり，実際のそれとはややずれ

があると思われるが，水温は表層および海底上0．5m層

とも1月にそれぞれ7．3および7，40Cの最低値を，また

表層は7月に29．9℃，海底上0．5m層は7月および9月に

25．9℃とそれぞれの最高値を得た。塩分は表層で5月

から9月にかけて顕著に低下し，海底上0．5m層もそれ

に遅れて7月から同じ傾向を示し，9月に最低値25．3

％oを得た。特に湾田部や巨川，川棚川の河口付近の表

層で低鍼化の著しい測点があり，なかでもSt，26では

最低値13．0％oを得た。1月，3月および11月は表層の塩

分は海底上0．5m層とほぼ同じ値である。このことから大

村湾は他の西日本の内湾域と同様に1月から3月にか

けては低温，高鍼期であり，7月から9月にかけては

高温，低鍼期であり，また5月および11月は両期の移

行時期で，これが湾内の動物プランクトンの季節的変

　Table　1．　Water　temperature　and　salinity　in　Omura　Bay

　　　　　Water　temperature（OC）

化に影響を与えているものと考える。

　2．大村湾の三脚類

　大村湾でも他の内湾と同様に動物プランクトンの中

では擁脚類の出現量が最も多い。今回の調査で採集さ

れた動物プランクトンの中には毛顎類2属4種1品種，

枝角類3属5種，槙i脚類15属24種，尾虫類2属5種が

同定されたがその他に不明のものがあり，また輪虫類’

も数種が出現した。これら動物プランクトンを櫨脚類，

毛顎類，枝角類，尾虫類，輪虫類および底生生物幼生

の6生物群に大別して1㎡当りの個体数を各月別にそ』

の範囲と平均値をTable　2に示した。5月に二枚貝幼

体と多毛類三体を優占群とする底生生物幼生が多量に出現

したが，その他の月では榛脚類の出現が最も多い。こ

の携脚類の総数の各月別の湾内における分布状況を

Fig．2に示した。また各月別，各測点別の出現種および

出現個体数をTable　3～8に示した。

　出現した榛脚類は15属24種で，その種類はCalanus
sinic’

浮刀@BRoDsKy，　Eucalanzrs　subtenuis　GIEsBRE－

cHT，　Paracalanzes　aculeatzcs　GIEsBRECHT，　Para－

calanzcs　Parvus　（CLAus），　Paracalanzts　crassirostn’s

January March May July September November

Surface

Bottom

7．3－8．9

7．4－9．4

11．4－12．9

－11．2－12．7

19．3－25．2

16．3：一19．0

26．1－29．9

22．2－25．9

23．9－26．6

24．4－25．9

16．0－17．6

16．1－18．3

Salinity　（　SOI60）

January March May July September November

Surface

Bottom

32．0－33．4

32．5－33．6

31．6－33．4

31．6－33．4

19．e－32．5

32．5－33．1

23．9－31．7

25．8－32．4

13．0－30．8

25．3－32．0

28．9－32．2

31．2－32．6

Table　2．　Number　of　individuals　occurring　in　important　groups　of　zooplankton．　×102　number　of　individuals　per　1　rrf，

　　　　＊　＊　：　10－vlOO　individuals／nf，　＊　：less　than　10　individuals／m3，blank：　non－detected，　upper：range，　lower：

　　　　average

January March May July September　N　ovember

Copepoda

Cladocera

Tunicata

Chaetognatha

Benthos　larva

Rotatoria

20tv400

　98

＊N2
　＊＊

　一一7

　＊

　AvlO

　1
2　・一一100

　18
．N．　＊　＊

　＊

20一一200

　90
＊　＊　一一30

　7
1　’N’10

　5
　．．vlO

　2
3　n－70

　24

10一一200

　56
　一一4

　＊＊

4　一一7e

　25
2　一一20

　7
100一一600

　280

80一一600

　250

＊　＊　一一30

　10
5　一v70

　20
＊　＊　一一24

　5
7　一60

　20

100一一400

　230

　一一20

　5
1　e－40

　7
　fiu　10

　3
6　NIOO

　20
4　t一一200

　38

100一一600

　240

　一一1

　＊＊

＊　＊　．v20

　6
　一一2

　＊＊

9　一一100

　30

　－200

　11
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DAHL，　Acrocalanus　gibber　GIEsBREcHT，　Clauso－

calanus　Pergens　FARRAN，　CentroPages　yamadai

MoRI，　CentroPages　abdominalis　SATo，　Pseudo－

diaPtomus　marinus　SATo，　Temora　turbinata

（DANA），　Eui　ytemora　Pacifica　SATQ，　Acartia　ei　y－

thraea　GIEsBRECHT，　Acartia　clausi　GIEsBRECHT，

Tortanzts　forciPatus　（GIEsBREcHT），　Oithona　Plu－

mzfera　BAIRD，　Oithona　similis　CLAus，　Oithona

falltzx　FARRAN，　Oithona　nana　GIEsBRECHT，　Oithona

brevicornis　GIEsBRECHT，　Oithona　simPlex　FARRAN，

Oncaea　media　GIESBRECHT，　Coirycaeus　affinis

MCMURRICHおよびMicrosetella　noroegica　BOECK

であった。以上の他にCyclopoidaおよびHarpacti－

coidaに属するものが数種出現したが，これらについ

ては種の同定ができていない。上記各種の月毎の出現状況

は次の通りである。

i）1月

　　多出現水域は湾中央部の東岸から西岸にかけてみら

れる（Fig．2）。種名不詳のHarpacticoida数種の他，

11属14種が出現した（Table　3）。それらのうちMicro一

．setellaηo瑠gゴωが最も多く，南東面一部面を除いて

擁脚類の60～90％を占めた。またParacalanus　Parvus，

Paracalanus　crassirostn’s，　CentroPages　abdominalis，

Pseudodiaptomus　marinas，　Acanta　clazasiおよび

Oithonαbrevicornisも多く出現した（Table　3）。

　JANUARY
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　　　　e　e　e

　　　　　　ee

　　　　　　e
：　？．　．33＞．

e

　MARCH

轟　　●
　　　e
　　　　eee
　　　　　　e　o

　　　　eee
　　　　o　e

　　　　e　e－e
　　　　　　　　　e

MAY

　
　
●

　
・
…
●
●
＾

　
　
・
●
●
●
●

　
●

瀞

e

JULY

SEPTEMBER

減

eee
　　　ee
　　　e

　　　e

ee

・loo　，　．　soo　，　．　tooo．e　s，ooo　，

e
　ee
　　　ee
　　　e

　　　e

　e

NOVEMBER

ei

●
●
●

9
●
●

elo，ooo　，　e　so，ooo　i．ds．t．3

Fig．　2．　The　distrjbution　of　occurrence　of　copepods

　　　　　shown　by　the　number　of　individuals　per　1

　　　　　ml

Table　3．　Occurrence　of　copepods　at　each　station　in　January　1976．　The　number　of　individuals　per　1　rrf　is　to　be

　　　　　　　multiplied　by　100．　The　various　marks　indicate　an　follows；　＊　＊　：　10r一一100　individuals　per　1　rf　，　＊　：　less　than

　　　　　　　10，　blank：　not　detected．

Species　／　Station 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26

Calanus　sinicus

Paracalanus　parvus

Paracalanus　crassirostris

Centropages　abdominalis

Eurytemora　pacifica

Pseudodiaptomus　marinus

Temora　turbinata

Acartia　clausi

Oithona　plumifera

Oithona　similis

Oithona　brevicornis

Oncaea　media

Corycaeus　affinis

Microsetella　norvegica

Harpacticoida　spp．
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ii）3月

　澆脚類は湾口部域でやや少ない（Fig．2）。出現種は

1月とほぼ同様であるがTemora　turbinata　および

Oithona　Plumziferaは出現しなかった。・4cartia．　clausi

およびMicrosetella　noroegicaが多く，この2種で擁

脚類の65～90％を占め，前者は湾南部域に，後者は湾

北部域に多出現し，またEπゆ6翅。η加。哲6αも湾奥部

（St．23）に多い（Table　4）。

iii）5月

　6回の調査のうちで出現個体数は最も少ない。新た

に（）entroPages　yamadaiおよびTortanZtS　forciPatZtS

が出現Uたが，Calanms　siniCZtSおよびE初η飽窺。η

paczficaは見られなかった。　Microsetella　nowegicaが

多くの測点で，またOithona　brevicornisが湾奥部域で

　Table　4．

それぞれ優占種となり，この両者の合計は湾口部域を

除いて皆脚類の90％以上を占めた。この2種の出現量

は3月に比較してや増加したが，他の種は減少した

（Table　5）．

iv）7月

　櫨脚類は全湾を通じて多量に出現し，特に南東湾奥

部域に多い（Fig．2）。　A　cartia　erythraea，0励。ηα

fallur，　Ot’thona　nenaおよびα伽％εゴ吻勉が新たに出

現し，CentroPages　abdominalisが出現しなかった。こ

の月は、Paracalznus　crassirostri：sおよびOithona　brevi－

cornisが優占種であり，湾口部域以外の各測点で榛脚

類の80％以上を占めた（Table　6）。

v）9月

　Ctzlanms　siniczcsおよびTemora　turbinataが再び出

Occurrence　of　copepods　at　each　station　in　March　1976．　Expressions　are　the　same　an　in　the　previous　Table　3．

Species　／　Station 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26

Calanus　sinicus

Paracalanus　parvus

Paracalanus　crassirostris

Centropages　abdominalis

Eurytemora　pacifica

Pseudodiaptomus　marinus

Acartia　clausi

Oithona　similis

Oithona　brevicornis

Corycaeus　affinis

Oncaea　media

Microsetella　norvegica

Harpacticoida　spp．
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1
1
牌
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8
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3
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Table　5．　Occurrence　of　copepods　at　each　station　in　May　1976．　Expressions　are　the　same　as　in　the　previous　Table　3．

Species　／　Station 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26

Paracalanus　parvus

Paracalanus　crassirostris

Centropages　abdominalis

Centropages　yamadai

Preudodiaptomus　marinus

Acartia　clausi

Tortanus　forcipatus

Oithona　similis

Oithona　brevicornis

Oncaea　media

Corygaeus　affinis

Microsetella　norvegica

Harpacticoida　spp．
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＊
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43　18　22　22

　　1　＊

聯

10

＊

＊ド　料：

29　63

　　　　　　　＊

1　i＊　＊増＊　2

　　　　　　　＊

　　＊　1　　　噂＊

6　8　11　12　3

罧
淋

＊
林
＊

＊
綜
＊

　
　
綜

1
紳
＊

聯
聯
＊

牌
＊
＊

綜
聯
＊

9

聯牌＊

　　　　聯

　　　　12

　　　　＊

料ζ＊k　＊k　聯

57　11　13　6

料；　＊　弱

目

3　al＊絆

綜
1
3
＊

＊
　
9

林
6
3

絆
2
綜

＊
1
6

＊
2
6
将

牌
3
2
2

牌
2
1

絆

紳

＊　　＊　　＊

牌

＊

＊　2　2　＊

4　62　39　9

　　　　＊

牌　豚　＊k　＊k

53　47　41　32

＊　3　2　：II

＊　，bk

＊k　聯　8＊

　　　　＊

　　　　＊

＊

聯

紳

鍾＊　＊k林　　2　尋＊　林　料t

2　＊　3　＊　＊

27　139　9　11　11

　　　　＊

＊　＊　牌　羽こ　＊

33　11　43　57　48

1　　　1



10 伊藤・．飯塚：大村湾の檎脚類

現し，Acartia　clausi．は出現しなかった。　Paracalanus　　洋三種のAcrocalanus　gibberおよびClazcsocalanus

6鋭∬勿s擁s，Oithona　brevicornisおよびMicrosetella　　pargensがわずかながら出現したことが特徴的であり，

πo膨g加が優占種であり，これら3種．め倉計は全湾　　　山田（1958）が秋季に外洋種が湾内に入ると報告したこ

にわたって†皆脚類の出現数の90％以上であった。　　　との一端が．ここ．に裏付けされている（Table　7）。

Acartia　ei　ythraedはこの月が最も多かった。一方，外　　　　なお本調査と別に1975年9月，　St．13付近で稚魚網

　Table　6．　Occurrence　of　copepods．at　each　statiQn　in　July　1976．　Expressions　are　the　same　as　in　the　previous　Table　3．

Species／StatiQn 1 2 3 4 5　6　7　8 9　10　11’　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26

Paracalanus　parvus

ParacalanuS　crassirostris

Centropages　yamadai

Pseudodiaptomus　marinus

Acartia　erythraea

Acartia　clausi

Tortanus　forcipatus

Oithona　similis

Oithona，　fallax

Oithona　nana

Oithona　brevicornis

Corycaeus　affinis

Oncaea　media

Microsetella　norvegica

Harpacticoida　spP．
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＊
綜

8
0
0

　1牌

睡＊　＊＊

＊　　＊

＊

＊

66　142　143

　　　＊　　＊

　　　朴

726　6

鍾＊　　2山

林

58　78

＊　　＊

＊

　3　＊

林

＊　林　．額＊　＊＊

56　32　49　64

＊　　＊　　＊　　＊

＊　＊　　＊

＊　　＊　＊

　　料：　　　　＊

牌

牌　　2

38　37

＊　料：

＊　　＊

＊　　＊

＊　　＊

＊　　＊

　　　聯

　　　＊

51　109　123　120　199　119　126

　　　　　　＊．＊歯　＊　　＊　＊酔

＊＊　＊＊．紳．　1

鉢　　2　4＊＊

1’　20　25

2　：1＊　＊

55

P
＊
3
4
3

　1＊＊　紳

51　120　75

の＊　　　　＊

　1　　場＊

牌　　＊　　3

　　　　1　，lei

牌

＊
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6
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Table　7． Occurrence　of　cQpepods　at　each　station　in　September　1976．

Table　3．

Expressions　are　the　same　as　in　the　previous

Species／Station 1 2 3 4 5　6 7 8 9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26

Calanus　sinicus

Paracalanus　aculeatus

Paracalanus　parvus

Paracalanus　crassirostris

Acrocalanus　gibber

Clausocalanus　pergens

Centropag’es　yamadai

Temora　turbinata

Pseudodiaptomus　’marinus

Acartia　erythraea

Tortanus　forcipatus

Oithona　similis

Oithona　fallax

Oitbona　nana

Oithona　brevicornis

Oithona　simplex

Corycaeus　affinis

Oncaea　media

Microsetella　norvegica

Harpacticoida　spp．　’
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（口径100㎝，網地GG54）による夜間採集（22時および

24時の2回，10分間表層曳き））を行なった。これで採

集された種はさきにあげたもの以外は次の通りである。

すなわち（lanthocalanzts　pauper（GIESBRECHT），

Undinula　vulgan’s　（DANA），　Centropages　furcatus

（DANA）i　dandacia　discaudata　A．　ScoTT，　CtzlanoPia

elliPtica　（DANA），　dalanoPla　thomPsoni　A．　ScoTT，

Labidocera　acuta　（DANA），　Labidocera　biPinnata

TANAKA，　Pontella　szarrecta　WILSONおよびPonte・

lloPsis　tenuicauda（G肥SBRECHT）である。これらは2

回の採集量の総計で多い種でもせいぜい10個体程度で

あり，同じ標本中に・40α痂α鍔動㎎飢が100個体以上で

あったことと比較すれば，決して多くはないが，この

月にこれら外洋種が湾内に侵入していることがわかる。

vi）11月

　Eucalanus　subtenuisが新たに，　CentroPages

abdominalisおよびAcartia　claZtsiが再び出現した。

dalanzts　siniczts，　Clausocalanz｛s　Pergens，　Oithona

fallax，　Oithona　nanaおよびOncαea　mediaは出現し

なかった。Oithona　6名6加60纏sは’全湾にわたって多

く，湾北部以外で模i脚類の70％以上を占めた。Micro・

setella　norvegicaは湾北部域で多い（Table　8）。

Table　8．

考 察

　大村湾ではParacalanUS　crassirostn’S，・4　cartia

clausi，　Oithona　brevico　rn　isおよびMicrosetella

norvegicaの最大出現数は海水1トン当り104のオー

ダーに達し，またParacalanms　pαrous，　Centropages

abdominalis，　PseudodiaPtomus　man’nus，　Euiputemora

PaczficaおよびAca「tia　erythraeaのそれは海水ユトン

当り103のオーダーに達する。前4種は大村湾の擁脚類

の優占種であり，後5種は亜優占種である。これらの

種はいずれも内湾に多産する種であり，また外洋性種

の出現が量的にきわめて少ないことから，大村湾にお

ける櫨脚類群集は内湾性の強いそれであろうと考えら

れる。

　優占種および亜優占種の季節的出現状況は水温，塩

分の季節的な変化と良く対応している。すなわち

Paracalanus　Parvus，　CentroPages　abdominalis，

PseudodinPto〃ZUS　marinUS，　Eu7　ytemo　ra　Paczficaおよ

びAcartia　claZtsiは1月および3月に多く，”Para－

calanas　crassirostris，・46α漉α　e　ryth　raeaおよび

Oithona　brevicornisは7月および9月前多い。これら

はさきに1月および3月を低温・高毛蚕，7月および

9月を高温・低沁沁とした環境の季節的区分と良く一

Occurrence　of　copepods　at　each　station　in　November　1976．　Expressions　are　the　same　as　in　the　previous

Table　3．

Species／Station 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26

Eucalanus　subtenuis

Paracalanus　aculeatus

Paracalanus　parvus

Paracalanus　crassirostris

Acrocalanus　gibber

Centropages　yamadai

Centropages　abdominalis

Temora　turbinata

Pseudodiaptomus　marinus

Acartia　erythraea

Acartia　clausi

Tortanus　forcipatus

Oithona　similis

Oithona　brevicornis

Oithona　simplex

Corycaeus　affinis

Microsetella　norvegica

Harpacticoida　spp．

＊

，lek　1　1　1　2　4　；lek　3　；lel：　；1　lc
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General　feature　of　occurrence　of　copepods　in　Omura　Bay．
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致 した。 これ と は別 にMicrosetellanorvegicaは 周 年

多量 に出 現 す る。 本 種 は水 温 や 塩 分 の変 化 か らは独 立

した生 活様 式 を保 持 して い る もの と思 われ る。

一 方
,他 内湾 との 比較 で は,Paracalanuscrassiro-

s師sは 瀬戸 内海(Hirota,1961)お よび八 代 海(弘 田,

1971)と,CentroPagesabdominalisは 瀬 戸 内海(Hirota,

1961・'64)と,Acartiaclausiは 瀬 戸 内 海(Hirota,

1964),八 代 海(弘 田,1971)お よび福 岡 県今 津 湾(古

賀 ら,1973)と,ま たOithonabrevicornisは 福 岡 県今

津 湾(古 賀 ら,1973)と そ れ ぞれ その 多 出現 期 が 一致

した 。そ れ に対 し て,ParacalanasParVUSは 瀬 戸 内海

(Hirota,1961・'64)と,Eu7rytemoraPaczficaは 山口 県

下 関 港(千 葉,1952)と,ま たMicrosetellanorvegica

は瀬戸 内海(Hirota,1961・'64),福 岡 県今 津 湾(古 賀

ら,1973)お よび 八代 海(弘 田,1971)と そ れ ぞれ そ

の 多出 現期 が 異 な った。 ここに あ げ た海 域 は い ずれ も

西 日本 の 内湾 あ るい は沿 岸 域 で あ り,水 温 お よび塩 分

な どの季 節 的変 化 の サ イ クル は大村 湾 と著 しい相 違 が

あ る とは考 え られ な い。 各 内湾 間 で類 似 の 季節 的変 化

を示 す種 は出現 の サ イ ク ルが 水 温 お よび塩 分 の変 化 に

規 制 され て い る と考 え られ,一 方 異 な っ たそ れ を示 す

種 は水 温 お よび塩 分 の 変化 か らあ る程度 独 立 した生 活

様 式 を持 つ 種 で あ る こ とが推 測 され る。

結果 として 大村 湾 で 多 出現 す る擁 脚類 とその 多 出現

期 は 次 の と う りで あ る と考 え ら れ る。Paracalanz{S

ParVZtS,冬 季 か ら春季;ParacalanZtS6螂s勿s厩 ∫,夏

季;CentroPagesabdominalis,冬 季 か ら 春 季;

E〃ゆ θ〃20勉 ραo哲侃,春 季;Acartiaerythraea,秋 季;

Acartiaclaztsi,春 季;Oithonabrevicornis,夏 季 か ら

秋 季;Microsetellanorvegica,周 年 と な る。 これ の他

に沿 岸 お よ び外 洋性 種 な ど も勿 論 出現 す るが,そ の量

はわ ず か で あ り,時 期 的 に も限 られ て い る。 以 上 の 結

果 か ら 大 村 湾 の榛 脚 類 の 季 節 的 出 現 状 況 の 概 要 を

Fig.3に 示 した。

要 約

大村 湾 にお け る橈 脚類 の季 節 的遷 移 を海 況 との関 連

で述 べ た。採 集 お よび調 査 を湾 内 の26測 点 で1976年1

月,3月,5月,7月,9月 お よび11月 に実施 した。

同 定 さ れ た橈 脚 類 は15属24種 で,そ の う ちPara-

calanuscrtzssirostris,、4cartiaclausi,Oithonabrevi-

cornisお よびMicrosetellanovegica優 占種 で あ り,

ParacalanusParvus,CentroPagesabdominalis,

Eurytemoraρacifica,PseudodiaPtomusmarinusお よ
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びAcartiaerythraeaが 亜優 占種であった。このことか

ら大村湾の橈脚類 は内湾性の強い群集組成であること

が推察 された。周 年出現 す るMicrosetellanorvegica

を除いて,こ れ ら優 占種お よび亜優 占種 は水温および

塩分の季節的変化に対応 した季節的消長 を示 した。
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